
 卒業、新学期を迎えるこの時期は、初めて自分のスマートフォン（スマホ）を

持つなど、子どもたちの世界が広がることで、様々な誘惑や危険が増えるときで

もあります。新生活が始まる前に、生活のルールやスマホの使い方を家族で話し

合い、非行や犯罪被害を防止しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行:埼玉県警察本部生活安全部少年課 048-832-0110 

家庭のルールの例 
 □ 外出するときは、帰宅時間、行き先、友人の名前などを家族に伝える   

   事件や事故に遭ったときのために、家族が行き先などをしっかり把握しましょう。 

   また、夜間外出の危険性について教え、緊急時の対応について話し合っておきま 

  しょう。 

 □ 規則正しい生活を送る    

   夜遊びやスマホの使い過ぎ等で生活のリズムが乱れると、新学期を迎えても規則 

  正しい生活に戻れません。生活のルールやリズムを守り、健康的な生活を送りまし 

  ょう。    

 □ スマホ等の使い方、やりとりを保護者がチェックする  

   危険な犯罪やトラブルに巻き込まれないよう、スマホや携帯ゲーム機、音楽プレ 

  ーヤー等インターネットに接続する機器は子どもの年齢、力量に合わせたフィルタ 

  リングを活用し、スマホを利用できる時間、場所、料金等を話し合って決め、時々 

  やりとりの様子をチェックしましょう｡ 

 □ ルールを守れなかったときのルールをつくる  

   重要なのは子どもが納得できるルールを決めることです。また、守れないルール 

  を守れないまま維持することは意味がありません。 

   子どもの成長にあわせて、ルールを見直しましょう。 

 

ルールは、各家庭に合ったものを決めましょう！ 

少年サポートセンタータイムズ 

子どもが困ったときに何でも相談できるよう、

家庭内でコミュニケーションを取り、子どもの

成長をしっかり見守っていくことが大切です。 

防犯動画 
↓こちら↓ 


